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臼田64mの性能の再評価

臼田64mは、世界的にも有数の後継を持ち、特に、国内で国立天文台が運用している野辺山45m観測では観測できない22 
GHz帯より低い周波数の観測をすることが可能となっている。現在L帯(1.4~1.7GHz), S帯(2.2GHz, 探査機受信と共用), C帯
(4.7~5.1, 6.7GHz), およびX帯(8.2~8.5 GHz, 探査機受信共用および、8.2~8.7 GHz受信専用広帯域)で観測が可能である。
本講演では、2016年度に行っているこれらの帯域を使った電波天文観測を紹介するとともに、その観測性能の評価とそれ

を受けた現在の開発の状況を紹介する。現状、観測ができるというレベルであり、今後科学的にインパクトを与えるよう
な結果を出すためには、観測装置をトップレベルに引き上げ、独創的なアイデアで観測する必要があり、そのための検討
を行っている。
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